
令和７年10月27日

富山県ジェンダーギャップ対策課

富山県男女共同参画の取組み

資料２



富山県を取り巻く状況
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出所：総務省「住民基本台帳人口移動報告」（2024年）

(万人）

都道府県別転入・転出超過数（2024年）
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年齢（５歳階級）別社会動態
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資料：住民基本台帳人口移動報告（総務省）

富山県の人口
（R7.９.1）
986,790人

○若年世代（15歳〜34歳）、特に就職期と重なる20代
前半の女性の社会減が続いており、若年世代の男女の人
口のバランスが崩れている。

※R6年（R6.1.1～R6.12.31）、 日本人＋外国人

20～24歳



出身地域を離れた理由（自分の都合で転居した者（東京圏以外出身・東京圏居住）

■男女ともに、「希望する進学先が少なかったから」、「やりたい仕事や就職先が少なかったから」、「地元から離れたかっ
たから」の順となっている。
■女性は、男性に比べて、「希望する進学先が少なかったから」、「地元から離れたかったから」、「親や周囲の人の干渉か
ら逃れたかったから」等の理由が高くなっている。

5

若者・女性が地方を出る理由
内閣府男女共同参画局「令和６年地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査」



富山県の女性を取り巻く環境
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• 女性の就業率（15～64歳）

［Ｒ２ ］ ７５．９％（全国７０．６％：３位）

• 女性平均勤続年数

［Ｒ６］ １１．５年（全国１０．０年：６位）

• 女性雇用者に占める正社員の割合

［Ｒ４］ ５２．４％（全国４５．３％：２位）

• 女性の管理職割合（会社役員等含む）

［Ｒ２］ １３．３％（全国１５．７％：４４位）

• 男女間賃金格差

［Ｒ６］ ７４．３％（全国７１．０％：９位）

• 女性の育児休業取得率

［Ｒ６］ ９６．６％（全国８６．６％）

• 男性の育児休業取得率

［Ｒ６］ ５４．５％（全国４０．５％）

• 男女の地位の平等感（職場）

［Ｒ２］ ２６．９％



家庭生活で

職場で

学校教育の場で

政治の場で

法律や制度の上で

社会通念・慣習・

しきたりなどで

自治会やPTA、

ボランティアなど

◆男女の地位の平等感

男性の方が非常に優遇さ
れている

平等どちらかといえば男性
の方が優遇されている

どちらかといえば女性
の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇さ
れている

わからな
い

無回答

男性のほうが優遇されている 女性のほうが優遇されている

出典：R3富山県男女共同参画社会に関する意識調査

男女共同参画社会に関する意識
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73.5％

73.9％
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18〜34歳の未婚男女の理想ライフコース

専業主婦コース 再就職コース 両立コース DINKｓコース 非婚就職コース その他・不詳

J女 性 J男 性

出典：国立社会保障・人口問題研究所「第16回出生動向基本調査」

64,7％
76.2％

39.9％ 35.8％

理想のライフコース（18～34歳）
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271分

376分

334分

371分

資料２－２

６歳未満のこどもを持つ夫婦の家事関連時間
（１日あたり）（全国・富山県）

資料：社会生活基本調査（総務省）

家事・育児時間
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資料２－２審議会等における女性委員の割合
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2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

38.9 41.1 40.5 （※） （※）

(35.9) 36.0 35.9

目標数値 (2026年:40％以上60％以下)

（※）2024（令和６）年調査からの変更点
国の男女共同参画計画の審議会等の定義に準拠し、対象を法令に基づく附属機関に見直したもの

( )内は2024年ベースで算出したもの

出典：富山県男女共同参画の推進の状況及び男女共同参
画推進施策の実施状況についての報告書（2025年度版）

〈県における審議会等の女性委員の割合〉

2025(令和７)年４月１日現在の状況は、委員総数1,561人のうち、
女性委員は560人、女性委員の割合は35.9％（前年と比べ概ね横ばい）

各年4月1日現在(％）



富山県民男女共同参画計画（第５次）
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富山県の取組み
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アンコンシャス・バイアス

13

アンコンシャス・バイアス
（unconscious bias)

「無意識の思い込み」



無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）とは

アンコンシャス・バイアス
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アンコンシャス・バイアスが生じる理由
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⚫ 人間は知識や経験に基づいて無意識に多くの判断をし

ており、一説では、判断の9割以上が無意識下で行わ

れているとも言われています。

⚫ これは、自らの思考エネルギーをセーブするため、目に

見える情報や特徴に基づいて、瞬時に判断しているから

だと考えられています。

◇人は誰でも無意識に多くの判断をしている

無意識に判断すること自体が悪いのではなく、無意識に偏った判断やコ

ミュニケーションを行っていないか、自分の行動や言動を振り返ることが

大切です。

出典：富山県庁アンコンシャス・バイアス研究会の活動報告書



あなたにも思い込み 『アルカモ』 !? キヤンペーン
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○ これって『アンコンかも！』と思う言葉や､

職場、家庭・地域でアンコンに気づき、行動した結果、
良い変化をもたらしたエピソード」を募集

（応募件数104件）

○「特設サイト」において、漫画などで事例を

わかりやすく紹介

（監修：一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所）

【R５年度～】



これって『アンコンかも！』と思う言葉

県民のみなさんから寄せられたエピソード

•子どもが選んだ色を「女の子っぽ
い」と思い、使い続けてくれるのか心
配になりましたが、あとで振り返ると、
自分自身の思い込みがつよく出て
しまったと反省しました。

•「らしい」「ぽい」という一個人の固
定観念を、他の人に押し付けない
ことで、みんな自分の好きなものを
自信をもって「好きだ」と言える世の
中になると思います。そうなってほし
いとの思いもこめて応募しました

どのような想いで応募？
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18

これって『アンコンかも！』と思う言葉

県民のみなさんから寄せられたエピソード

どのような想いで応募？

•職場や家庭だけではなく、社会
全体が無意識に「子どものことは
母親が対応するものだ」「子どもに
とって、母親のほうが優先度が高
い存在だ」と思って対応を求めて
いないだろうか？ということに気づ
くきっかけになればと思い応募しま
した。



19

これって『アンコンかも！』と思う言葉

県民のみなさんから寄せられたエピソード

どのような想いで応募？

•母親である自分が迎えに行った
時には、夫から謝られることはな
いのに、夫に迎えにいってもらった
ときに「悪いことをしたかのように謝
る自分」に気づきました。

•お互いに助け合って子育てをし
ているということを認識・再確認す
ることで、よりよい家庭環境が生
まれ、子どもの発達にも良い影響
があると思い、応募しました。



○ アンコンシャス・バイアス解消アクション！特設サイトの充実

職場編・地域編の事例紹介を充実し、気づきを促進（情報発信強化）
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「取組み事例」ページ
はコチラ

TSK

アンコンシャス・バイアスに気づき、発信



○ アンコンシャス・バイアス解消アクション！特設サイトの充実

職場編・地域編の事例紹介を充実し、気づきを促進（情報発信強化）
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アンコンシャス・バイアスに気づき、発信



22

(特設サイト掲載)
アンコンに気づき、行動した結果、良い変化をもたらした事例

22
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アンコンに係る取組みのさらなる強化

職場や地域、学校教育におけるアンコンシャスバイアス
(無意識の思い込み)への気づきとその解消に向けた行動を促進

①男女共同参画推進員による地域での普及啓発

②特設サイトでのアンコンシャス・バイアス解消事例の充実

③学校等での出前講座の開催

【R7年度】
知事政策局に「ジェンダーギャップ対策課」を創設
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アンコンに係る取組みのさらなる強化

（一社）アンコンシャスバイアス研究所監修のもと、地域での
アンコンシャスバイアス解消へ向けて普及啓発テキストを作成中

○男女共同参画推進員による地域での普及啓発

男女共同参画推進員によるアンコンシャスバイアスへの気づき・解消を促す取組を後押し



○ 生徒・保護者向けワークショップ

アンコンシャスバイアスへの気づきが、子どもたちの
将来の可能性を広げることを学ぶ講演やワークショップを実施

R７.９.18 国吉義務教育学校PTA
小中学生・保護者向け研修の実施
講師： （一社）アンコンシャスバイアス研究所代表理事

守屋 智敬氏

R7.10.24 雄山高等学校
高校生向け出前講座
講師：独立行政法人国立女性教育会館理事長 萩原 なつ子氏

【R７年度】

25

学校等での出前講座の実施

○ 教職員向けアンコンシャス・バイアス研修会

無意識の思い込み(アンコンシャス・バイアス）に気づくことで、生徒の多様性と公平性を尊
重した教育を目指すとともに教師の専門性を高めることを目的に、専門家による講演を実施
R７.8.5 高岡高等支援学校
教職員向け研修会の実施
講師： （一社）アンコンシャスバイアス研究所代表理事

守屋 智敬氏

親子で学ぶアンコンシャスバイアス講座



富山県の取組み
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女性の活躍促進官民連携会議

女性が働きやすい職場環境づくりを推進するプラットフォームを官民で設立

令和７年７月３１日
プラットフォーム「女性の活躍促進官民連携会議」を設立

共同代表
富山県知事 新田 八朗
一般社団法人富山県経営者協会長 山下 清胤

         参加者
趣旨に賛同する県内企業、経済団体、市町村、

             労働局等 約120社・団体

特設サイト
https://good-work-life-toyama.jp/conference202506/
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女性活躍推進コンサル
タント５名を委嘱

https://good-work-life-toyama.jp/conference202506/
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女性の活躍促進官民連携会議事業

○ プラットフォーム事業

①フォーラムの開催
経営戦略としての女性活躍及びアンコンシャス・バイアス解消の必要性

■日 時 令和７年７月31日(木)14時〜17時

■参 加 者 経営者や人事責任者等 150名（オンライン含む）

②企業間交流会等の開催
優れた取組みの横展開を図る

■日 時 令和７年12月23日(火)14時30分〜17時

■参 加 者 経営者や人事責任者等 80名参加

③DEI企業成長塾

自社の男女間賃金差異の要因分析や、先進企業の実施事例をもとにした

グループ討議などを通じて自社の課題解決のためのロードマップを作成

■対 象 富山県内企業等の幹部・人事管理者等

企業内で意思決定や実行を担う方 ３５社参加

■内 容 全７回



＜認定企業数＞

８７社（R7.10.1現在）

＜認定基準＞
①女性の管理職比率 産業ごとの全国平均値以上
②時間外労働等の時間数 各月ごとに全て45時間未満
③女性活躍推進に向けた具体的な取組みを１つ以上実施 等

＜メリット＞
県ＨＰ等で「とやま女性活躍企業」としてPR
就職説明会や就職支援イベントへの優先参加 等

第３回「とやま女性活躍企業」認定証交付式（R6.9.5）
「とやま女性活躍企業」
認定制度ロゴマーク

とやま女性活躍企業 認定制度

詳しくはこちらをご
覧ください→

29

今年より通年募集開始



産業ごとの管理職に占める女性労働者の割合の平均値（役員を除く）
＊適用期間：令和７年７月１日〜令和８年６月30 日

※ 上記にあてはまらない産業については「産業計」の数値を用いること。 ※ 本表の数値は「賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）の調査票
情

報を雇用機会均等課において独自集計したものである。

右表による

30



理工系分野にチャレンジ！「中高生×富山で働く女性」交流促進事業

31

■参加中高生の意見

・理工系は堅苦しいイメージがあった
けど、大学生と話をして全く違うこ
とに気づいた。

・女性が働きやすい制度が整って
いて、製造業の古臭いイメージ
が変わった。

８月６日（水）立山科学グループ：社員との交流会

①富山大学工学部 ②立山科学グループ

内容：ワークショップ、企業紹介、多様な女性との交流会

参加企業：大高建設(建設業)、シンコー(製造業)、協和ﾌｧｰﾏｹﾐｶﾙ（製造業)、

日本ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑｽﾞ(情報通信業)、富山県庁

８月６日（水）富山大学工学部：理工系女子大学生との交流

○理工系企業見学バスツアー:8月6日(水) 参加者：14名

○多様な女性との交流会：8月8日(金) 参加者：20名



＜対 象＞

育児休業を取得した男性従業員を雇用す
る中小企業事業主

＜補助額＞

連続５日以上の育休 ： ５万円

※過去に本補助金を受給していない事業主に限る

連続１ヶ月以上の育休：１０万円

連続３ヶ月以上の育休：２０万円

＜主な条件＞

・上記区分の育児休業（令和７年４月１日
以降に開始し、令和８年３月31日の間
に復帰したもの）を取得させ、職場復帰
していること

・「イクボス企業同盟とやま」、「元気とや
ま！子育て応援企業」、「とやま女性活躍
企業」のいずれかに登録していること

富山県男性の育児休業取得促進補助金

32



働き方改革・女性活躍サポート事業費補助金

33

企業パフォーマンスが改善される働き方改革・女性活躍の推進に向けて取り組む事業者を支援します。

＜制度概要＞

〇対象者
県内に事業所を有する企業、個人事業主、団体
（協同組合、社団法人等）

〇対象事業
働き方改革や女性活躍を推進する事業

〇補助額
対象経費の１/２（上限額：25万円）

〇活用例
（例１）社内セミナー等の実施

（例２）コンサルタント等を活用した職場環境整備

（例３）メンター制度の導入

（例４）活躍分野の拡大のための社内プロジェクトの実施

（例５）女性の健康課題に対応したフェムテック製品やサービスの導入

（例６）従業員の家事代行サービス等の活用に係る経費の助成



リーダーを目指す女性社員の相互交流と自己研鑽を図り、業種・職種
の枠を超えたネットワーク構築（H25~R6：692名卒塾）

煌めく女性リーダー塾の開催

34

マスターコース
企業の意思決定に関わる女性のトップ人材を育成する講座（全６回）

役員クラスを目指す方
R7塾生11名／定員10名

アクションラーニングコース
グループワークを通し、組織に貢献できるリーダー像を考える連続講座（全７回）

課長級を目指す方 R7塾生36名／定員25名

スキルアップコース
リーダーシップ、コミュニケーションをテーマとした１回完結型の講座（全５回）

係長級を目指す方 R7塾生50名／定員35名

■参加者の声
・今までの管理職のような働き方は難しいと思っていたが、自分なりのロ
ールモデルになればいいと思った。



富山県の取組み
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男女共同参画推進の基盤づくり

○富山県美容業生活衛生同業組合と連携協定をR6締結（男女共同参画分野では初）

令和６年４月16日 締結式
富山県美容業生活衛生同業組合
野本理事長と佐藤副知事

名刺サイズの相談窓口案内
カードを美容室に配架

⚫ 女性の相談窓口の周知に関すること

女性の健康問題、人間関係などの悩みに関する県の相談窓口を案内する案内カードを美容室
に配架

⚫ 県の女性活躍推進、男女共同参画推進施策の周知に関すること

組合広報誌や研修会を通じ県の施策を紹介

36

R7年6月2日
パーソナルブランディングセミナーにて
富山県の男女共同参画推進について講演



女性の健康課題への対応
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○サンフォルテフェスティバル2025

○第4回DEI企業成長塾（再掲）

●女性と健康について考える公開講座を実施
（R7.10.1）

 講師：内閣官房 内閣人事局 調査官 新庄氏
（元エーザイ株式会社）

（参加者）
DEI企業成長塾塾生、煌めく女性リーダー塾塾生、
女性の活躍促進官民連携会議参加企業

●フェムテック紹介コーナーを設け、

商品を開発・販売している企業が展示

日時：令和7年6月28日〜29日
場所：富山県民共生センター「サンフォルテ」

（展示協力企業）
五洲薬品株式会社、合同会社Salon Diosas、
助野株式会社、株式会社永田メディカル、
一般社団法人PCEA連盟、有限会社へちま産業

○（経産省主催）
シンポジウム「北陸地域から考える女性
活躍推進とフェムテックの活用」

●本県がパネルディスカッションに登壇し、

北陸地域ならではの課題や取り組みを

共有（R7.10.15）

登壇団体
石川県、富山県、福井県
コマニー株式会社、一般社団法人PCEA連盟



○意思決定の場における女性の参画拡大が必要

・女性の就業率や正社員割合は全国上位だが、管理職比率は低く、男女間賃金

差異もあり、若者・女性に選ばれ、誰もが働きやすい職場づくりの推進が必要

・あらゆる分野での政策・方針決定過程への女性の参画拡大が必要

38

現状を踏まえた課題と今後の方向性

○アンコンシャス・バイアスへの気づき、行動変容が必要

・アンコンシャス・バイアスが男女共同参画を阻害し、若者・女性の社会減の一因と

なっており、地域や家庭での気づきの促し、共家事・共育児に向けた取組が必要

○こども世代における多様な選択肢の提供が必要

・次世代を担う子どもたちがジェンダーバイアスにより自分の可能性を狭めてしまわ

ないよう、固定的な性別役割分担意識を植え付けず、押し付けない教育や学習
機会の提供が必要
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